
評価対象の考え方 （Ａ案・Ｂ案）

内　容 評価範囲 均等性 重点項目

【Ａ案】・・・評価対象 ３３項目

　「指標掲載及び主要事業]（ピンク色）15項目を毎年度評
価し、かつ、プラン体系の『具体的な施策』（全27）単位で1
つ以上、評価対象を置く。

　翌年度も評価対象の変更は行わない。

　（「指標掲載及び主要」の他の項目は、緑に配色）

　　　　　　×
評価しない項目が出てく
る

　　　　　　○
全ての『具体的な施策』に
評価対象が入る

　　　　　　○
重点項目を選定できる

【Ｂ案】・・・評価対象 ３９項目

　「指標掲載及び主要事業」（ピンク色）15項目と、残りの
63-15＝48項目を半分の24項目に分け、1年で15+24＝39
項目を評価する。

　翌年度、指標掲載及び主要事業はそのまま評価対象と
し、残りの24項目を入れ替える。

　2年かけて全事業を評価する。

　（「指標掲載及び主要」の他の項目は、緑と白に配色）

　　　　　　○
全ての項目が評価対象と
なる

　　　　　　×
評価を行わない『具体的
な施策』が、年度によって
でてくる

　　　　　　△
重点項目をある程度選定
できる
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